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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第60期

 中間連結会計期間 
第61期

 中間連結会計期間 
第60期

会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2024年４月１日
至 2025年３月31日

売上高 (千円) 15,299,355 15,948,650 30,849,520

経常利益 (千円) 1,347,024 1,114,071 2,396,882

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 901,331 596,009 1,690,889

中間包括利益又は包括利益 (千円) 766,550 623,560 1,639,579

純資産額 (千円) 24,491,934 25,174,503 25,157,659

総資産額 (千円) 32,578,569 33,594,551 34,221,146

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 142.87 95.21 268.00

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 75.2 74.9 73.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,165,205 806,533 3,344,877

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,365,736 △1,804,866 △2,139,456

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △283,764 △621,208 △504,082

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 5,556,878 4,155,005 5,781,933
 

(注) １. 当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２. 潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３. 純資産額には、役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPが保有する当社株式が自己株式として計上され

ております。また、１株当たり中間(当期)純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、当該株

式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善により個人消費に持ち直しの動きが見られた

ことに加え、インバウンド需要の増加を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、長期化す

る地政学リスクや、米国の通商政策動向、物価上昇の継続、人件費や物流費の上昇を背景とした原材料価格の高止

まり、急激な為替変動等、依然として先行きは不透明な状態が続いております。製造業においては、原材料価格の

高止まり、人手不足、人件費・ユーティリティコスト・物流コストの上昇に直面し、厳しい状況が続いておりま

す。

当軟包装資材業界におきましても、上記要因が収益性に影響を与えております。

このような状況下、当中間連結会計期間の業績は、売上高は15,948百万円(前年同期比4.2％増)、営業利益は

1,079百万円(同20.3％減)、経常利益は1,114百万円(同17.3％減)、親会社株主に帰属する中間期純利益は596百万円

(同33.9％減)となりました。

増収の主な要因は、以下の部門別概況に記載のとおりであります。営業利益は、国内フィルム部門における継続

的な価格改定の効果や、米州地域におけるフィルム売上高の増加があったものの、人件費や物流費等のコスト増加

分を十分に吸収するには至らず、減益となりました。

 
部門別概況は以下のとおりであります。

 
 [包装フィルム部門]

国内市場では、前年並みの販売数量を維持しつつ、継続的に取り組んでいる価格改定の効果により売上高は前年

同期を上回りました。海外市場では、受注が堅調に推移した米州地域が牽引し、売上高は前年同期を上回りまし

た。

これらの結果、売上高は14,356百万円(前年同期比6.7％増)となりました。

 
 [包装機械部門]

国内市場では、販売台数が前年同期実績を上回るとともに、アフターサービスも堅調に推移した結果、売上高は

前年同期を上回りました。海外市場では、東アジア地域で前年の大口案件受注による反動減や、米州地域では企業

設備投資意欲の力強さに欠け、販売台数は減少し、売上高は前年同期を下回りました。

これらの結果、売上高は1,592百万円(前年同期比13.4％減)となりました。
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財政状態の状況は以下のとおりであります。

① 資産

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ626百万円減少し、33,594百万円となりまし

た。

このうち流動資産合計は、前連結会計年度末と比べ695百万円減少し、17,148百万円となりました。これは主に、

商品及び製品が592百万円、電子記録債権が269百万円増加した一方で、現金及び預金が1,626百万円、仕掛品が172

百万円減少したことによるものです。

固定資産合計は、前連結会計年度末と比べ68百万円増加し、16,445百万円となりました。これは主に、有形固定

資産その他（純額）に含まれる建設仮勘定が922百万円減少した一方で、機械装置及び運搬具（純額）が879百万

円、無形固定資産が126百万円増加したことによるものです。

② 負債

当中間連結会計期間末における総負債は、前連結会計年度末と比べ643百万円減少し、8,420百万円となりまし

た。

このうち流動負債合計は、前連結会計年度末と比べ616百万円減少し、8,016百万円となりました。これは主に、

買掛金が167百万円、未払法人税等が164百万円増加した一方で、流動負債その他に含まれる未払金が991百万円減少

したことによるものです。

固定負債合計は、前連結会計年度末と比べ26百万円減少し、403百万円となりました。これは主に、固定負債その

他に含まれるリース債務（長期）が32百万円減少したことによるものです。

③ 純資産

当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ16百万円増加し、25,174百万円となりまし

た。これは主に自己株式が306百万円増加した一方で、利益剰余金が296百万円、その他有価証券評価差額金が57百

万円増加したことによるものです。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末と比べ1,626百

万円減少し、4,155百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は806百万円(前年同期比62.8％減)となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前中間純利益1,125百万円、減価償却費819百万円等であります。

支出の主な内訳は、棚卸資産の増加額429百万円、法人税等の支払額338百万円、売上債権の増加額289百万円等

であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は1,804百万円(前年同期比32.2％増)となりました。

これは主に、生産体制の強化・合理化、品質体制強化のための国内生産設備の改修等に伴う有形固定資産の取

得による支出1,569百万円、無形固定資産の取得による支出190百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は621百万円(前年同期比118.9％増)となりました。

これは主に、自己株式の取得による支出308百万円、配当金の支払額299百万円等であります。

 
(3) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は208百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2025年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,047,500 7,047,500
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であります。

計 7,047,500 7,047,500 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年９月30日 － 7,047,500 － 3,426,246 － 3,913,721
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(5) 【大株主の状況】

2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託

口)

東京都港区赤坂１丁目８番１号赤坂イン

ターシティＡＩＲ
689 11.02

株式会社タイパック 埼玉県春日部市新宿新田333番地42 479 7.66

大成ラミック取引先持株会 埼玉県白岡市下大崎873番地１ 256 4.11

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 東京都中央区晴海１丁目８－12 218 3.49

JP MORGAN CHASE BANK 385632

(常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業

部)

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,

E14 5JP, UNITED KINGDOM

(東京都港区港南２丁目15－１品川イン

ターシティＡ棟)

214 3.43

大日精化工業株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町１丁目７－６ 191 3.06

大成ラミック従業員持株会 埼玉県白岡市下大崎873番地１ 168 2.69

木村 義成 埼玉県春日部市 167 2.68

新生紙パルプ商事株式会社 東京都千代田区神田錦町１丁目８ 136 2.17

UBS EUROPE SE LUXEMBOURG BRANCH-UCITS

CLIENTS

(常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ東京

支店)

33A AVENUE J. F. KENNEDY, L-1855

LUXEMBOURG

(東京都新宿区新宿６丁目27番地30号)

116 1.85

計 － 2,637 42.17

 
 

(注) １．上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)284千株(内 投資信託設定分278千株、年金信託設定分５千

株)

株式会社日本カストディ銀行(信託口)112千株(内 投資信託設定分107千株、年金信託設定分５千株)

２．上記のほか、当社所有の自己株式791千株があります。なお、役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOP

の信託財産として保有する当社株式66千株は、当該自己株式には含めておりません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2025年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 791,900
 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,246,800
 

62,468 －

単元未満株式 普通株式 8,800
 

－ －

発行済株式総数 7,047,500 － －

総株主の議決権 － 62,468 －
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPの信託財産

として保有する当社株式66,800株(議決権の数668個)が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPの信託財産として保有

する当社株式28株並びに当社所有の自己株式98株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大成ラミックグループ
株式会社

埼玉県白岡市下大崎
873番地１

791,900 － 791,900 11.24

計 － 791,900 － 791,900 11.24
 

(注) 役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPの信託財産として保有する当社株式は、上記の自己保有株式には

含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年４月１日から2025年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,851,933 4,225,005

  受取手形及び売掛金 6,543,153 6,517,018

  電子記録債権 710,380 979,535

  商品及び製品 2,713,667 3,306,583

  仕掛品 1,342,423 1,169,432

  原材料及び貯蔵品 437,664 446,547

  その他 244,700 504,984

  貸倒引当金 － △423

  流動資産合計 17,843,923 17,148,682

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,790,196 5,768,536

   機械装置及び運搬具（純額） 2,294,404 3,173,974

   土地 4,109,758 4,108,990

   その他（純額） 1,502,103 504,187

   有形固定資産合計 13,696,462 13,555,688

  無形固定資産 538,535 664,792

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 665,406 668,581

   その他 1,483,767 1,563,755

   貸倒引当金 △6,950 △6,950

   投資その他の資産合計 2,142,224 2,225,386

  固定資産合計 16,377,222 16,445,868

 資産合計 34,221,146 33,594,551
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,186,013 5,353,022

  未払法人税等 314,458 478,688

  賞与引当金 503,338 508,753

  役員賞与引当金 35,800 27,259

  株主優待引当金 72,953 36,498

  その他の引当金 10,334 10,093

  その他 2,510,409 1,602,350

  流動負債合計 8,633,309 8,016,665

 固定負債   

  従業員株式給付引当金 59,325 61,841

  役員株式給付引当金 97,079 103,479

  退職給付に係る負債 79,683 85,823

  その他 194,089 152,236

  固定負債合計 430,177 403,381

 負債合計 9,063,487 8,420,047

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,426,246 3,426,246

  資本剰余金 3,413,503 3,413,503

  利益剰余金 19,413,889 19,710,146

  自己株式 △2,071,268 △2,378,232

  株主資本合計 24,182,370 24,171,663

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 144,128 201,291

  為替換算調整勘定 465,627 459,451

  退職給付に係る調整累計額 365,532 342,097

  その他の包括利益累計額合計 975,288 1,002,839

 純資産合計 25,157,659 25,174,503

負債純資産合計 34,221,146 33,594,551
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

売上高 15,299,355 15,948,650

売上原価 11,162,750 11,747,511

売上総利益 4,136,604 4,201,139

販売費及び一般管理費 ※  2,782,070 ※  3,121,646

営業利益 1,354,534 1,079,492

営業外収益   

 受取利息 18,336 18,868

 受取配当金 8,563 9,358

 物品売却益 8,999 9,446

 受取補償金 3,572 3,322

 雑収入 6,010 5,293

 営業外収益合計 45,483 46,289

営業外費用   

 支払利息 604 477

 支払手数料 － 1,540

 支払補償費 203 15

 為替差損 52,030 7,392

 雑損失 153 2,284

 営業外費用合計 52,992 11,710

経常利益 1,347,024 1,114,071

特別利益   

 固定資産売却益 3,712 17,636

 投資有価証券売却益 10,166 －

 特別利益合計 13,878 17,636

特別損失   

 固定資産除却損 71,145 6,093

 特別損失合計 71,145 6,093

税金等調整前中間純利益 1,289,758 1,125,614

法人税、住民税及び事業税 369,076 495,633

法人税等調整額 19,350 33,971

法人税等合計 388,426 529,605

中間純利益 901,331 596,009

親会社株主に帰属する中間純利益 901,331 596,009
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

中間純利益 901,331 596,009

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △18,000 57,162

 繰延ヘッジ損益 △181 －

 為替換算調整勘定 △98,202 △6,176

 退職給付に係る調整額 △18,396 △23,434

 その他の包括利益合計 △134,781 27,551

中間包括利益 766,550 623,560

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 766,550 623,560

 非支配株主に係る中間包括利益 － －
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 1,289,758 1,125,614

 減価償却費 626,442 819,419

 貸倒引当金の増減額（△は減少） - 423

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,752 5,263

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,900 △8,540

 株主優待引当金の増減額（△は減少） △35,123 △36,455

 従業員株式給付引当金の増減額（△は減少） 5,263 2,516

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 9,182 6,400

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,259 6,140

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △25,271 △30,229

 受取利息及び受取配当金 △26,899 △28,227

 支払利息 604 477

 為替差損益（△は益） △755 △1,508

 有形固定資産売却損益（△は益） △3,712 △17,636

 固定資産除却損 71,145 6,093

 投資有価証券売却損益（△は益） △10,166 -

 売上債権の増減額（△は増加） 176,855 △289,404

 棚卸資産の増減額（△は増加） 57,766 △429,920

 仕入債務の増減額（△は減少） 149,812 154,135

 未収消費税等の増減額（△は増加） 50,109 △171,522

 未払消費税等の増減額（△は減少） 100,348 152,278

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 115,474 △78,927

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △154,869 △54,289

 その他の固定資産の増減額（△は増加） 530 6,413

 その他の固定負債の増減額（△は減少） △10,770 △21,142

 小計 2,382,836 1,117,370

 利息及び配当金の受取額 26,810 28,402

 利息の支払額 △597 △479

 法人税等の支払額 △243,844 △338,760

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,165,205 806,533
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           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △70,000 △70,000

 定期預金の払戻による収入 70,000 70,000

 有形固定資産の取得による支出 △1,160,618 △1,569,451

 有形固定資産の売却による収入 36,937 19,447

 無形固定資産の取得による支出 △236,065 △190,023

 有形固定資産の除却による支出 △12,476 △2,583

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △6,644 △7,021

 投資有価証券の売却による収入 12,994 -

 その他 136 △55,232

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,365,736 △1,804,866

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △25,002 -

 リース債務の返済による支出 △24,785 △14,492

 配当金の支払額 △235,974 △299,751

 自己株式の取得による支出 - △308,401

 自己株式の処分による収入 1,997 1,437

 財務活動によるキャッシュ・フロー △283,764 △621,208

現金及び現金同等物に係る換算差額 △46,894 △7,386

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 468,810 △1,626,927

現金及び現金同等物の期首残高 5,088,068 5,781,933

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  5,556,878 ※  4,155,005
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【注記事項】

(追加情報)

(役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPについて)

当社は、中長期的な業績向上と企業価値の増大への貢献意欲を高めることを目的として、取締役(社外取締役

を除く。)及び当社と委任契約を締結する執行役員(以下、総称して「取締役等」という。)を対象に役員向け株

式交付信託を、また、一定以上の職位の従業員を対象に株式給付信託型ESOPを導入しております。

(1)取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託を設定し、信託を通じて当社株式の取得を行い、対象者

に給付する仕組みであります。

役員向け株式交付信託については、取締役等に対し、取締役等向け株式交付規程及び執行役員株式交付規

程に従って、その役位及び経営指標に関する数値目標の達成度に応じて付与されるポイントに基づき、信託

を通じて当社株式を交付する仕組みであります。

株式給付信託型ESOPについては、一定以上の職位の従業員に対し、従業員向け株式交付規程に従って、そ

の職位に応じて付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式を給付する仕組みであります。

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己

株式として計上しております。

自己株式の帳簿価額及び株式数

前連結会計年度 199,548千円、67,311株

当中間連結会計期間 198,111千円、66,828株
 

 
(中間連結損益計算書関係)

※   販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

荷造運搬費 468,418千円 552,109千円

貸倒引当金繰入額 － 〃 423 〃

給与及び手当 744,909 〃 819,080 〃

賞与引当金繰入額 175,647 〃 207,621 〃

役員賞与引当金繰入額 17,900 〃 31,959 〃

従業員株式給付引当金繰入額 2,218 〃 2,835 〃

役員株式給付引当金繰入額 6,402 〃 6,400 〃

退職給付費用 18,955 〃 22,010 〃

株主優待引当金繰入額 36,498 〃 36,498 〃
 

 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※   現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

現金及び預金 5,626,878千円 4,225,005千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △70,000 〃 △70,000 〃

現金及び現金同等物 5,556,878千円 4,155,005千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月26日
定時株主総会

普通株式 235,974 37.00 2024年３月31日 2024年６月27日 利益剰余金
 

(注)2024年６月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金2,610千

円が含まれております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月11日
取締役会

普通株式 210,464 33.00 2024年９月30日 2024年12月10日 利益剰余金
 

(注)2024年11月11日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金2,256千円が

含まれております。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月25日
定時株主総会

普通株式 299,751 47.00 2025年３月31日 2025年６月26日 利益剰余金
 

(注)2025年６月25日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金3,163千

円が含まれております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月10日
取締役会

普通株式 206,431 33.00 2025年９月30日 2025年12月10日 利益剰余金
 

(注)2025年11月10日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金2,205千円が

含まれております。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2025年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式122,100株の取得を行っております。この自己株

式の取得等の結果、当中間連結会計期間において、自己株式が306,963千円増加し、当中間連結会計期間末において

自己株式が2,378,232千円となっております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

   (単位：千円)

 包装フィルム 包装機械 合計

日本 11,493,484 731,232 12,224,716

海外 1,967,289 1,086,977 3,054,266

顧客との契約から生じる収益 13,460,773 1,818,209 15,278,983

その他の収益 － 20,371 20,371

外部顧客への売上高 13,460,773 1,838,581 15,299,355
 

 

当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

   (単位：千円)

 包装フィルム 包装機械 合計

日本 11,981,143 917,007 12,898,150

海外 2,375,116 672,385 3,047,501

顧客との契約から生じる収益 14,356,259 1,589,392 15,945,652

その他の収益 － 2,998 2,998

外部顧客への売上高 14,356,259 1,592,391 15,948,650
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業は、包装フィルム及び包装機械の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省

略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

１株当たり中間純利益 142円87銭 95円21銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 901,331 596,009

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(千円)

901,331 596,009

普通株式の期中平均株式数(株) 6,308,560 6,259,562
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり中間純利

益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり中間純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数

前中間連結会計期間 69,142株

当中間連結会計期間 67,270株
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２ 【その他】

第61期(2025年４月１日から2026年３月31日まで)中間配当について、2025年11月10日開催の取締役会において、

2025年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

 ① 配当金の総額 206,431千円

 ② １株当たりの金額 33円00銭

 ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2025年12月10日
 

(注)配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金2,205千円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年11月11日

大成ラミックグループ株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

北関東事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 栗  栖  孝  彰  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐 々 木 一 晃  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成ラミックグ

ループ株式会社の2025年4月1日から2026年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年4月1日から2025年9

月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、大成ラミックグループ株式会社及び連結子会社の2025年9月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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